
10
時
間
の
手
作
業
が

職
員
の
精
神
的
な
負
担
に

―
ど
の
よ
う
な
業
務
で
封
入・封
か
ん

作
業
が
発
生
し
て
い
ま
す
か
。

根
耒　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
受
け

た
翌
日
以
降
、寄
附
者
に
送
る「
受
領
証

明
書
」と「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請

書
」「
申
請
書
の
書
き
方
に
関
す
る
通

知
」の
、封
入・
封
か
ん
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
以
前
は
、職
員
が
宛
先
ご
と

に
文
書
を
集
約
す
る「
名
寄
せ
」を
行
っ

た
う
え
で
、
文
書
を
３
つ
折
り
に
し
、

封
入
。
こ
れ
を
別
の
職
員
が
再
度
確
認

し
、の
り
づ
け
し
て
い
ま
し
た
。

―
作
業
に
は
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か

か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

楠
本　

普
段
は
２
人
が
か
り
で
１
日
30

分
程
度
で
す
が
、年
明
け
の
繁
忙
期
に

は
文
書
数
は
約
１
５
０
０
通
に
上
り
、

10
人
で
約
10
時
間
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
作
業
が
長
時
間
続
け
ば
、疲

労
に
よ
っ
て
誤
封
入
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
た
め
、作
業
の
正
確
性
を
求
め
ら
れ

る
職
員
は
精
神
的
な
負
担
も
感
じ
て
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、一
連
の

作
業
を
自
動
化
す
る
機
械
の
存
在
を
知

り
ま
し
た
。
幅
広
い
文
書
や
封
筒
に
対

応
で
き
る
こ
と
か
ら
、ピ
ツ
ニ
ー
ボ
ウ

ズ
ジ
ャ
パ
ン
の「
封
入・
封
か
ん
機
」を

令
和
２
年
９
月
に
導
入
し
ま
し
た
。

―
封
入・封
か
ん
機
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。

楠
本　

文
書
と
封
筒
を
セ
ッ
ト
し
て
ボ

タ
ン
を
押
す
と
、紙
折
り
か
ら
名
寄
せ
、

封
入
、封
か
ん
ま
で
の
一
連
の
作
業
を

自
動
化
す
る
機
械
で
す
。
こ
の
う
ち
名

寄
せ
の
機
能
で
は
、文
書
に
付
与
さ
れ

た
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、名
寄
せ

の
ミ
ス
や
文
書
の
抜
け・
重
複
が
検
知

さ
れ
れ
ば
、稼
働
を
停
止
し
て
く
れ
ま

さまざまな通知や帳票を住民に発送している自治体では、職員が手作業で文書の封入・封かん作業を行っているケースも多
い。個人情報を取り扱う場合は、誤封入を起こさないよう慎重な作業が求められ、職員が精神的な負担を感じていることも少
なくない。こうしたなか、阪南市（大阪府）では、作業を自動化し、正確な封入・封かんを実現している。自動化の詳細や具体
的な成果について、まちの活力創造課の根耒氏と楠本氏に聞いた。

［阪南市］　■人口：5万2,795人（令和3年3月末日現在）　■世帯数：2万4,150世帯（令和3年3月末日現在）　■予算規模：342億5,100万6,000円（令和3年度当初）
■面積：36.17km²　■概要：大阪府の南部に位置し、大阪市の中心部から約45km、和歌山市の中心部から約10kmの距離にある。東は泉南市、西は岬町、南は和
泉山脈を境として和歌山県にそれぞれ接し、北は大阪湾に面する。漁業、農業、地酒造りなどの地場産業が盛ん。山中渓の桜や箱作海水浴場、波太神社、歴史的な
まちなみ（尾崎地区、山中渓地区）など、豊かな自然や多彩な歴史・文化の地域資源を有している。

ミスのない正確な封入・封かんを
少人数でスピーディに実現

す
。
こ
の
機
能
に
よ
り
、正
確
な
封
入

を
実
現
で
き
、職
員
は
誤
封
入
へ
の
不

安
を
解
消
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、作

業
に
か
か
る
人
手
と
時
間
も
大
き
く
減

ら
せ
て
い
ま
す
。
普
段
の
作
業
は
１
日

５
分
程
度
に
短
縮
さ
れ
、年
明
け
の
繁

忙
期
で
も
３
人
の
動
員
に
よ
る
わ
ず
か

２
時
間
で
作
業
を
完
了
で
き
ま
し
た
。

庁
内
全
体
の

業
務
効
率
化
に
つ
な
げ
た
い

―
今
後
の
活
用
方
針
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

根
耒　

ピ
ツ
ニ
ー
ボ
ウ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
が

提
供
す
る
専
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で

は
、既
存
の
文
書
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
名
寄
せ
用

の
バ
ー
コ
ー
ド
を
付
与
で
き
ま
す
。
今

後
も
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
使
い
、封

入・
封
か
ん
機
を
活
用
で
き
る
文
書
の

種
類
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
さ

ら
に
、郵
便
物
を
取
り
扱
う
業
務
は
庁

内
に
多
く
存
在
す
る
た
め
、封
入・封
か

ん
機
の
存
在
を
ほ
か
の
部
署
に
も
知
っ

て
も
ら
い
、庁
内
全
体
の
業
務
効
率
化

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

郵便関連業務の自動化

阪南市 
未来創生部

まちの活力創造課 主事

根耒 昌美
ねごろ まさみ

未来創生部
まちの活力創造課 主事

楠本 祥平
くすもと しょうへい

支援企業の
視点

阪南市

―
自
治
体
に
お
け
る
封
入・封
か
ん

作
業
で
、職
員
は
ど
の
よ
う
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
か
。

　

特
に
多
く
の
職
員
が
捉
え
て
い
る

の
は
、「
誤
封
入
を
い
か
に
防
ぐ
か
」

と
い
う
課
題
で
す
。
実
際
に
、目
視

に
よ
る
二
重
、三
重
の
確
認
を
行
っ

て
い
て
も
、誤
封
入
が
起
き
る
ケ
ー

ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、

大
量
の
送
付
物
を
大
人
数
で
扱
う
場

合
は
、「
作
業
時
間
の
短
縮
」や「
職
員

に
よ
る
密
の
回
避
」な
ど
の
課
題
も

耳
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
当
社
で
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
一
挙
に
解
決
で
き

る
手
段
と
し
て
、「
封
入・封
か
ん
機
」

の
導
入
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
当
社

の
製
品
で
は
１
時
間
に
最
大

３
５
０
０
通
の
速
さ
で
正
確
に
処

理
。
令
和
元
年
度
～
２
年
度
だ
け
で

も
44
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
ま
で
に
一
度
も
誤
封
入
の

事
故
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

―
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
正
確
な

封
入
を
実
現
し
て
い
る
の
で
す
か
。

　

ま
ず
、文
書
内
の
バ
ー
コ
ー
ド
を

機
械
が
読
み
取
り
、送
り
先
ご
と
に

正
し
い
枚
数
で
名
寄
せ
す
る
仕
組
み

を
構
築
。
文
書
の
抜
け
や
別
文
書
の

差
し
込
み
を
防
い
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
、文
書
が
２
枚
重
な
っ
て
も
機
械

が
自
動
で
停
止
で
き
る
よ
う
、紙
厚

み
の
自
動
検
知
機
能
も
実
装
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
二
重
の
確
認
を
機

械
が
行
う
こ
と
で
、封
入
の
正
確
性

を
担
保
し
て
い
る
の
で
す
。

―
自
治
体
に
対
す
る
今
後
の
支
援

方
針
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

当
社
で
は
、郵
便
物
の
集
計
作
業

を
自
動
化
す
る「
郵
便
料
金
計
器
」も

提
供
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
自
治
体

の
郵
便
関
連
業
務
を
支
援
し
て
き
た

実
績
や
、郵
便
制
度
に
関
す
る
知
見

を
活
か
し
、今
後
も
自
治
体
の
業
務

効
率
化
を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

機
械
に
よ
る
二
重
確
認
で

誤
封
入
リ
ス
ク
は
低
減
で
き
る

PR

文書と封筒を
セットするだけ

機械が一瞬でチェック

目視でチェック

昭和53年、大阪府生まれ。大学卒業後、健康食品メーカー
や機械メーカーの営業職を経て、平成20年、ピツニーボウズ
ジャパン株式会社に入社。関西地方の営業を担当する。

ピツニーボウズジャパン
SMBソリューションズ

営業本部
西日本営業1部

中世 孔平
なかせ こうへい

ピツニーボウズジャパン株式会社　設立／昭和56年1月　資本金／4億円
従業員数／135人（令和3年3月1日現在）　事業内容／郵便と小包の発送業務の効率化およびデジタル・トランザクションの 
分野における、製品・ソリューション、サービスの提供　URL／https://www.pitneybowes.com/jp

0120-00-9537（平日9：00～17：00）問い合わせ先

Webからの問い合わせはこちら https://www.pitneybowes.com/jp/smb-inquiry/

阪 南 市が 実 現した

封入・封かん作業の
効率化Before

手作業

After

封入・封か
ん機を導

入

紙折り 封入

二重
チェック

名寄せ のりづけ

約10人がかりで
10時間つきっきりに

突合ミス・抜け・重複など
誤封入のリスクがつねに存在

3人で2時間に 「名寄せ機能」で
正確に封入

文書C
文書B

文書A

名寄せ

9697

「名寄せ」用のバーコードを
専用のソフトウェアで付与

総務・人事

防災・
危機管理

観光・商工

健康福祉

情報政策

公共インフラ・
まちづくり

住民生活・
安全

環境・
エネルギー

学校教育・
生涯学習

税務・収納

広報・広聴

議会

農林水産

産業振興

特集❶ 阪南市（大阪府） ／ ピツニーボウズジャパン

『自治体通信Online』で
詳細な資料が
ダウンロードできます

後送

ICT・業務効率化

大阪府阪南市
の取り組み
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